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Abstract 
The writers tried to apply the Barium Titanate piezoelectric element to the measurement of impact 
load， carrying out the following exp巴nment.
First， impact load was given to a BaTi03 ceramic piezoelectric element through a test piece of 
carbon steel on which a wire strain gauge was pasted. Then， the out-put signals from the BaTi03 
and the wire strain gauge were simultaneously observed by means of a dual beem synchroscope 
Analyzing these data， the writers have found a very favorable linear relation between these two 










































チタン限バリウム磁器の衝撃に対する圧電特性(第 1報) 791 
面積は 78.5mm2標点距離は 180mm，ストレーゲージのプリアンプは岩崎通信機KK製のプラ



















め， 総数1，500枚の写真のうち 220枚しか良いものが得られず， 更にその 220枚のデータは
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が掃引速度は 5msec/cmで，衝撃によって得られた波形の周期は約 1msecである。 従ってそ
の周波数は 1kc/sec に相当する。 叉波形を単純化するために，重錘の衝撃面に厚さ1.5mmの
ゴム板を張りつけた。
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4. むすび
以 tの結果から， 再現性の良い装置を用い現想的な衝撃が加えられるならばラ BaTi03磁
器の出力電圧と，衝撃荷重との聞の関係が完全な直線で結ばれることが予想される。
次に本実験は， 150~20oC の範囲の常温に於て行われたが， 少くともこの程度の範囲の温
度変化ではあまり問題にならない誤差が生ずる程度と思われたが，之についての検討はOoc以
下の低温 (-400C)迄も含めて第 2報にゆずる。
衝撃波の周波数はこの実験では 1kc前後に限られているので，種々の周波数の衝撃波を作
り，それに対する応答を調べる必要がある。之についても第2報で報告する予定である。実際
問題としてストレーンゲージの比較的高い周波数に対する応答を実験的に確めることは技術的
に困難であり，之についての方法もいまだに確立されていない。然るに BaTi03磁器(土音響発
振器など，その他非常に周波数の高い領域で、使われているものでラ少くともストレーゲージよ
りは応答が速いと思われるので，両者の!士l力の間の関係が直線的に結ばれると云うことは，当
初の臼的であった，BaTi03磁器の特性が明らかになったことは勿論であるが， その逆に，ス
トレーンゲージに対する信頼性も確認することが出来たのではないかと思われる。
以上のことからこの BaTi03磁器の機械力学関係の測定の分野に於ける応用は注目に値す
るものと思われる。
おわりに，この実験を計画するに先だって北大工学部精密工学科中村常郎教授，斎藤勝政
助教授に色々と御指導をいただいた。ここに厚く御礼申しとげる。
(昭和41年4月30日受理)
(287) 
